
 

 

 

     令和 5 年 5 月 29 日 

総   務   省 

(一財) 自治体国際化協会  

 

第１７回自治体国際交流表彰（総務大臣賞） 

 

自治体国際交流表彰（総務大臣賞）は、日本と海外の自治体の姉妹都市交流をは

じめとした交流活動のうち、創意と工夫に富んだ取組を行っている団体を表彰し、

広く全国に紹介することによって、自治体国際交流の更なる活性化を図り、もって

地域の国際化に資することを目的としています。 

このたび、次のとおり受賞団体が決定し、本日、表彰式を行いましたので、お知

らせします。 

 

 受賞団体 

○旭川・ブルーミントン・ノーマル姉妹都市委員会（北海道） 

○川越市、川越市姉妹都市交流委員会（埼玉県） 

○大阪市（大阪府） 

 

（添付資料） 

・(資料１)第 17回自治体国際交流表彰（総務大臣賞）受賞団体の概要（1～3頁） 

・(資料２）自治体国際交流表彰（総務大臣賞）の概要（4,5頁） 

 

 

 

 

  
（連絡先） 

総務省自治行政局国際室 田頭
たがしら

参事官補佐、桒
くわ

田
た

主査、朝日 

電 話：０３－５２５３－５５２７（直通） 

E-mail：kokusai(at)soumu.go.jp 

(一財)自治体国際化協会交流親善課 松田課長、白水
し ろ ず

 

電 話：０３－５２１３－１７２３（直通） 

E-mail：shimai(at)clair.or.jp 

※迷惑メール対策のため、「@」を「(at)」と表示しております。 

 送信の際には、「@」に変更してください。 



こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
（
概
要
）

第
17
回
自
治
体
国
際
交
流
表
彰
の
受
賞
団
体
の
取
組
に
つ
い
て

（
旭
川
・
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
・
ノ
ー
マ
ル
姉
妹
都
市
委
員
会
）

交
流
先
：
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
・
ノ
ー
マ
ル
・
旭
川
姉
妹
都
市
委
員
会
（
米
国
）

1
9
8
0
年
代
当
時
の
医
療
従
事
者
交
流
の
様
子

（ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市
）

現
在
の
学
生
交
流
の
様
子
（ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市
）

「
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
・
ノ
ー
マ
ル
の
森
」

（
５
５
周
年
記
念
訪
問
団
来
旭
）

1

○
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市
及
び
ノ
ー
マ
ル
市
と
の
間
で
、
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
等
を
行
う
青
少
年
交
流
事
業
を

5
0年
以
上
継
続
し
て
実
施
。

○
高
校
生
の
相
互
派
遣
を
約

1
0
ヶ
月
の
長
期
間
で
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に

15
3名
が
参
加
、

ま
た
、

10
日
間
程
度
の
中
学
生
の
相
互
派
遣
も
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に

1,
10

3
名
が
参
加
。

○
19

8
1年
か
ら

1
9
88
年
ま
で
の
期
間
中
に
、
旭
川
市
か
ら

1回
、
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市
か
ら

5
回
、
看
護
師
・
看
護
学
生
を
相
互
派
遣
し
、
病
院
で
の
奉
仕
活
動
や
研
修
を
行
っ
た
。

○
19

83
年
か
ら

2
00

1年
ま
で
の
期
間
中
に
、
ノ
ー
マ
ル
市
か
ら
大
学
野
球
部
の
監
督
・

コ
ー
チ
や
少
年
野
球
チ
ー
ム
「コ
メ
ッ
ツ
」が
来
旭
し
、
旭
川
市
の
野
球
関
係
者
と
の
交

流
や
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
へ
の
指
導
・親
善
試
合
を
行
う
な
ど
友
好
を
深
め
た
。

○
19

92
年
姉
妹
都
市
提
携

30
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
旭
川
市
の
「ブ
ル
ー
ミ
ン

ト
ン
・ノ
ー
マ
ル
の
森
」
に
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
な
ど
の
整
備
を
行
っ
た
。

○
20

0
7年

6月
７
日
～

11
日
、
姉
妹
都
市
提
携

4
5周
年
を
記
念
し
、
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
・ノ
ー

マ
ル
両
市
市
長
や
姉
妹
都
市
委
員
会
委
員
長
ほ
か

18
名
、
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
・サ
ス

ペ
ン
デ
ッ
ド

12
名
が
来
旭
。
記
念
式
典
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
。

○
20

22
年

10
月

1日
、
旭
川
市
市
制
施
行

10
0
年
記
念
旭
川
・ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
・ノ
ー
マ

ル
姉
妹
都
市
提
携

6
0周
年
記
念
「交
流
紹
介
展
」
を
開
催
。
旭
川
市
長
や
ブ
ル
ー
ミ
ン

ト
ン
・ノ
ー
マ
ル
両
市
市
長
及
び
姉
妹
都
市
委
員
会
委
員
長
か
ら
の
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
交
流
の
写
真
な
ど
、
数
多
く
の
資
料
・記
念
品
を
展
示
し
、
広
く
市
民
に
周
知
を
行
っ
た
。

資料１



こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
（
概
要
）

第
17
回
自
治
体
国
際
交
流
表
彰
の
受
賞
団
体
の
取
組
に
つ
い
て

（
川
越
市
、
川
越
市
姉
妹
都
市
交
流
委
員
会

）

交
流
先
：

(1
)オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
市
（
独
国
）
、

(2
)セ
ー
レ
ム
市
（
米
国
）
、

(3
)オ
ー
タ
ン
市
（
仏
国
）

〇
海
外
姉
妹
都
市
と
の
青
少
年
交
流
事
業
を

3
0
年
以
上
継
続
し
て
行
い
、

こ
れ
ま
で
５
０
０
名
以
上
の
中
学
生
が
、
現
地
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

や
同
世
代
交
流
等
を
体
験
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
交
流
事
業
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
令
和
２
年
、

こ
れ
ま
で
海
外
姉
妹
都
市
派
遣
事
業
に
参
加
し
た
生
徒
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
派
遣
経
験
が
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
及
ぼ
し
た
影
響

な
ど
を
調
査
。
翌
年
、
そ
の
調
査
結
果
を
基
に
「
中
高
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
2
0
2
1
」
を

W
e
b開
催
。
現
在
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
先
輩
た
ち

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
未
来
を
担
う
中
高
生
に
向
け
て
キ
ャ
リ
ア
形

成
や
多
文
化
共
生
意
識
の
重
要
性
を
発
信
。

〇
令
和
４
年
、
市
制
施
行

1
0
0
周
年
に
は
「
姉
妹
友
好
都
市
記
念
式
典
＆

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。
各
都
市
の
首
長
ら
に
よ
る
交
流
事
業
の
継

承
を
謳
う
共
同
宣
言
署
名
の
ほ
か
、
過
去
派
遣
生
に
よ
る
「
都
市
間
交

流
と
若
者
の
未
来
」
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

中
学
生
交
流
団
の
訪
米
の
様
子
（
セ
ー
レ
ム
市
）

川
越
市

10
0
周
年
事
業

(R
4)

 共
同
宣
言
時
の
様
子

※
海
外
姉
妹
都
市
市
長
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

上
：オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
市

左
：セ
ー
レ
ム
市

右
：オ
ー
タ
ン
市

2



こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
（
概
要
）

第
17
回
自
治
体
国
際
交
流
表
彰
の
受
賞
団
体
の
取
組
に
つ
い
て

（
大
阪
市
）

交
流
先
：

(1
)シ
カ
ゴ
市
（
米
国
）
、

(2
)メ
ル
ボ
ル
ン
市
（
豪
州
）

メ
ル
ボ
ル
ン
市
か
ら

ス
ワ
ン
ス
ト
ン
ス
ト

リ
ー
ト
の
空
間
再
編

を
主
導
し
た
都
市
デ

ザ
イ
ナ
ー
を
招
聘

シ
カ
ゴ
市
の
ザ
・
マ
グ
ニ
フ
ィ
セ
ン
ト
・
マ
イ
ル
協
会
の
招
聘
に

あ
わ
せ
て
大
阪
市
・メ
ル
ボ
ル
ン
市
・シ
カ
ゴ
市
の
姉
妹
ス
ト

リ
ー
ト
連
携
３
都
市
会
議
を
開
催

シ
カ
ゴ
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
姉
妹
ス
ト

リ
ー
ト
の
記
念
碑
を
設

置
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー

○
地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
着
目
し
、
姉
妹
都
市
提
携
を
し

て
い
る
シ
カ
ゴ
市
や
メ
ル
ボ
ル
ン
市
と
、
人
材
交
流
や
技
術
交
流
を
目
的
と
し
た

姉
妹
ス
ト
リ
ー
ト
協
定
を
締
結
。

○
平
成

3
0
年
９
月
に
メ
ル
ボ
ル
ン
市
か
ら
ス
ワ
ン
ス
ト
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
空
間
再
編

を
主
導
し
た
都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
招
聘
す
る
な
ど
し
、
姉
妹
都
市
ス
ト
リ
ー
ト
交

流
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

○
令
和
４
年
６
月
に
は
シ
カ
ゴ
市
に
お
い
て
姉
妹
ス
ト
リ
ー
ト
の
記
念
碑
を
設
置
す

る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
大
阪
市
職
員
ら
が
参
加
し
て
い
る
。

○
令
和

4
年

1
2
月
に
は
、
シ
カ
ゴ
市
か
ら
ザ
・
マ
グ
ニ
フ
ィ
セ
ン
ト
・
マ
イ
ル
協
会
、

ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
カ
ゴ
を
大
阪
に
招
聘
し
、
同
団
体
の
講
演
会
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
大
阪
市
・
メ
ル
ボ
ル
ン
市
・
シ
カ
ゴ
市
の
姉
妹
ス
ト
リ
ー
ト
連

携
３
都
市
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

○
姉
妹
ス
ト
リ
ー
ト
協
定
締
結
都
市
の
知
見
を
元
に
し
た
民
間
主
体
に
よ
る
街
園
の

再
整
備
や
、
多
く
の
市
民
が
来
場
す
る
御
堂
筋
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
海
外
ス
ト
リ
ー

ト
の

P
R
な
ど
、
市
民
・
民
間
団
体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

〇
今
後
、
パ
リ
市
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
大
通
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
を
加
え
、

5
都
市
に
よ
る
世
界
ス
ト
リ
ー
ト
国
際
会
議
の
開
催
を
目
指
す
。

3



4 

自治体国際交流表彰（総務大臣賞）の概要 

 

１ 趣旨 

日本の自治体と海外の自治体の姉妹交流をはじめとした交流活動（以下「自治体国際

交流」という。）のうち、創意と工夫に富んだ取組を行っている団体を表彰し、広く全国

に紹介することにより、自治体国際交流の更なる活性化を図り、もって地域の国際化に

資することを目的として実施。 

 

２ 主催 

総務省及び一般財団法人自治体国際化協会 

 

３ 表彰対象団体 

自治体国際交流を行っている次の団体とする。 

(1) 都道府県及び市区町村 

(2) 地域国際化協会、国際交流協会等の民間非営利団体 

 

４ 表彰団体数 

３団体以内 

 

５ 審査基準 

(1) 先進性  他の模範となる先進的な取組 等 

(2) 独自性  創意工夫、地域独自の特性を活かした取組 等 

(3) 継続性  活動の継続、効果や実績の定着、（実績は少なくても）今後の活動の継続

性・発展性が期待できる取組 等 

(4) 活発性  活動内容の充実の度合い、頻度、広がり 等 

(5) 協働性・連携性  住民や企業との協働、連携 等 

(6) 効 果  地域の国際化、地域経済の活性化、地域の知名度やイメージの向上 等 

 

【審査委員】 

審査委員会の審査を経て、総務省と一般財団法人自治体国際化協会が決定する。 

 

 

 

 

 

資料２ 

○第 17回自治体国際交流表彰（総務大臣賞） 審査委員会委員(令和 5年 3月 31日時点) 

・縣
あがた

 公一郎  早稲田大学政治経済学術院 教授 

・久邇
く に

 良子  東京学芸大学教育学部 教授 

・荒見 玲子  名古屋大学大学院法学研究科 総合法政選考基幹法・政治学 教授 

・土山 希美枝 法政大学法学部 教授 

・水田 秀子  公益財団法人 かながわ国際交流財団 前専務理事 

・柴垣 禎   特定非営利活動法人 多文化共生マネージャー全国協議会 理事 

・ニーナ・ハッカライネン 外国人女性の会 パルヨン 代表理事 

・植松 浩二   公益財団法人 全国市町村研修財団全国市町村国際文化研修所 学長 

・畑山 栄介  総務省自治行政局 参事官 兼 国際室 室長 

・鳥田 浩平  一般財団法人 自治体国際化協会 理事 
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て

最
近
の
受
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団
体

第
1
7
回
自
治
体
国
際
交
流
表
彰
審
査
委
員
会

＜
第

17
回

自
治
体
国
際
交
流
表
彰
受
賞
団
体
＞

・旭
川
・ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
・ノ
ー
マ
ル
姉
妹
都
市
委
員
会
（北
海
道
）

ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
・ノ
ー
マ
ル
・旭
川
姉
妹
都
市
委
員
会

(米
国

)と
の
交
流
の
取
組

・川
越
市
、
川
越
市
姉
妹
都
市
交
流
委
員
会
（埼
玉
県
）

オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
市

(独
国

)、
セ
ー
レ
ム
市

(米
国

)、
オ
ー
タ
ン
市

(仏
国

)と
の
交
流
の
取
組

・
大
阪
市
（
大
阪
府
）

シ
カ
ゴ
市
（米
国
）、
メ
ル
ボ
ル
ン
市
（豪
州
）
と
の
交
流
の
取
組

縣
公
一
郎

（早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授
）
【委
員
長
】

久
邇

良
子

（東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授
）

荒
見

玲
子

（名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

総
合
法
政
選
考

基
幹
法
・政
治
学

教
授
）

土
山

希
美
枝
（法
政
大
学
法
学
部
教
授
）

水
田

秀
子

（（
公
財
）か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団
前
専
務
理
事
）

柴
垣

禎
（（
特
活
）多
文
化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
全
国
協
議
会
理
事

ニ
ー
ナ
・ハ
ッ
カ
ラ
イ
ネ
ン
（外
国
人
女
性
の
会
パ
ル
ヨ
ン
代
表
理
事
）

植
松

浩
二

（（
公
財
）
全
国
市
町
村
研
修
財
団
全
国
市
町
村
国
際
文
化

研
修
所

学
長
）

畑
山

栄
介

（総
務
省
自
治
行
政
局
国
際
室
参
事
官
兼
国
際
室
長
）

鳥
田

浩
平

（（
一
財
）
自
治
体
国
際
化
協
会
理
事
）

○
第

16
回
（
R

4年
5月
）※
報
道
発
表
の
み

・
公
益
財
団
法
人

加
古
川
市
国
際
交
流
協
会
（加
古
川
市
（兵
庫
県
））

・認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
（
岡
山
市
（
岡

山
県
））

・沖
縄
県

○
第

15
回
（
R

3年
5月
）※
報
道
発
表
の
み

・名
寄
・リ
ン
ゼ
イ
姉
妹
都
友
好
委
員
会
（名
寄
市
（北
海
道
）
）

・鶴
岡
・ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
友
好
協
会
（鶴
岡
市
（山
形
県
）
）

・特
定
非
営
利
活
動
法
人

三
重
県
日
本
中
国
友
好
協
会
（
三
重
県
）

○
第

14
回
（Ｒ

2年
5月
）※
報
道
発
表
の
み

・
富
山
県

・京
都
市
（京
都
府
）

・薩
摩
川
内
市
（鹿
児
島
県
）

○
日
本
の
自
治
体
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
外
国
の
自
治
体
と
の
姉
妹
自
治
体
提
携
等
に
基
づ
く
交
流
活
動
の
う
ち
、
創
意
と
工

夫
に
富
ん
だ
優
良
事
例
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
等
を
表
彰
し
、
広
く
全
国
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
体
国
際
交

流
の
更
な
る
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
国
際
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

○
第

1
回
か
ら
第

1
6
回
ま
で
の
間
で
、

46
自
治
体
等
が
受
賞
し
て
い
る
。

自
治
体
国
際
交
流
表
彰
と
は

第
1
3
回

自
治
体
国
際
交
流
表
彰
（
R
元
.５

月
）
の
式
典

(令
和

5年
3
月

31
日
時
点

)
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